2019年度用(移行措置対応)-改訂版「中学校数学１」目標・観点別評価規準例
１年第１章「正の数と負の数」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 正の数と負の数
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 符号のついた数
A(1)
	p.14
～17
	○負の数の意味を理解し，いろいろな数量を正の数・負の数を使って表すことができる。
	－，マイナス，＋，プラス，
正の符号，負の符号，正の数，負の数，自然数
	○負の数に関心を持ち，負の数の意味を考えようとしている。
○高さや深さ，東西の位置や移動などを負の数を用いて表そうとしている。
○ある基準に関して反対の性質をもつ数量を見いだし，それらを符号のついた数で表そうとしている。
	○負の数を理解し，正の数と対比することで，反対の性質をもつ数量を符号のついた数で表すことを考えることができる。
	○0より大きい数や小さい数を，正の符号・負の符号を使って表すことができる。
○基準とのちがいや反対の性質をもつ数量を符号のついた数で表すことができる。
	○正の数・負の数の意味を理解し，また，それらで表された数量の意味を理解している。
○正の符号，負の符号，自然数や負の整数など，数に関する用語を理解している。
○基準となる地点とそれに伴う反対の性質をもつ数量についての相違性を理解している。
	2

	２ 数の大小
A(1)
確かめよう
	p.18
～21
	○数直線の意味を理解し，正の数・負の数を数直線上の点として表すことができる。
○数の大小関係を，不等号を使って表すことができる。
○絶対値の意味を理解している。
	原点，正の方向，負の方向，絶対値
	○数直線の拡張について関心を持ち，正の数と同様に，負の数も数直線上の点として表すことができないか考えようとしている。
○負の数をふくんだいくつかの数の大小関係を調べ，理解しようとしている。
	○正の数・負の数を数直線上の点として考えることができる。
○絶対値の意味を理解し，数の大小関係を表現することができる。
	○正の数・負の数を数直線上の点として表すことができる。
○数の大小関係を，不等号を使って表すことができる。
○正の数・負の数の絶対値を求めることができる。
	○原点，正の方向，負の方向，絶対値の意味を理解している。
○負の数を表すことができるように数直線を拡張したことを理解している。
○不等号の意味とその利用方法や絶対値の意味を理解している。
	2


② 加法と減法
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 加法
A(1)
	p.22
～26
	○正の数・負の数の加法の意味を理解し，その計算ができる。
○加法の交換法則・結合法則を理解し，それらを活用することができる。
	加法，加法の交換法則，加法の結合法則
	○負の数をふくんだ式の加法を考えようとしている。また，その計算法を理解しようとしている。
○加法の計算法則に関心を持ち，それらを使って計算しようとしている。
	○正の数どうしの計算をもとにして，数直線上の点の移動を使って加法の計算法を考えることができる。
○加法の計算法則を利用した計算法を考えることができる。
	○負の数や0をふくんだ式の加法の計算ができる。
○加法の交換法則・結合法則を利用して，加法の計算ができる。
	○正の数・負の数の加法の計算の意味とその計算方法を理解している。
○加法の交換法則・結合法則を理解している。
	3

	２ 減法
A(1)
	p.27
～29
	○正の数・負の数の減法の意味を理解し，その計算ができる。
	減法
	○加法の計算の考察を踏まえて負の数をふくんだ式の減法を考えようとし，その計算法を理解しようとしている。
	○加法と減法の関係から，減法の計算法を考えることができる。
○数直線上の点の移動をもとにして，減法の計算法を考えることができる。
	○負の数や0をふくんだ式の減法の計算ができる。
○負の小数や分数がふくまれた加法や減法の計算ができる。
	○正の数・負の数の減法の意味とその計算方法を理解している。
	2

	３ 加法と減法の
混じった式
A(1)
確かめよう
	p.30
～32
	○項の意味を理解し，加法と減法の混じった式の計算ができる。
	項，正の項，
負の項
	○項について関心を持ち，加法と減法の混じった式の成り立ちについて理解しようとしている。
	○加法と減法の混じった式を，項だけを並べた式に直して考えることができる。
	○与えられた式を項だけを並べた式で表すことができる。
○項だけを並べた式の計算ができる。
○加法と減法の混じった式の計算ができる。
	○項，正の項，負の項の意味を理解している。
○加法と減法の混じった式の計算手順を理解している。
	2


③ 乗法と除法
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 乗法
A(1)
	p.33
～39
	○正の数・負の数の乗法の意味を理解し，その計算ができる。
○乗法の交換法則・結合法則を理解し，それらを活用することができる。
○いくつかの0でない数をかけあわせたときの積の符号を理解している。
○累乗について理解し，その計算ができる。
	乗法，乗法の交換法則，乗法の結合法則，
2乗，3乗，
累乗，平方，
立方，指数
	○負の数をふくんだ式の乗法を考え，その計算法を理解しようとしている。
○乗法の計算方法に関心を持ち，それらを使って計算しようとしている。
	○東西にのびる道を題材として，速さ・時間・位置の関係から，乗法の計算法を考えることができる。
○乗法の計算方法を利用した計算法を考えることができる。
○いくつかの0でない数をかけあわせたときの積の符号の変化について考えることができる。
	○負の数や0をふくんだ式の乗法の計算ができる。
○乗法の交換法則・結合法則を利用して，乗法の計算ができる。
○3つ以上の数の乗法の計算ができる。
○累乗の表し方を理解し，その計算ができる。
	○正の数・負の数の乗法の計算の意味とその計算方法を理解している。
○0をふくんだ乗法の結果を理解している。
○乗法の交換法則・結合法則を理解している。
○いくつかの０でない数をかけあわせたときの積の符号と絶対値について理解している。
○累乗に関する用語や累乗を指数で表すことを理解している。
	4

	２ 除法
A(1)
確かめよう
	p.40
～43
	○正の数・負の数の除法の意味を理解し，その計算ができる。
○除法を乗法で表し，乗法と除法の混じった式の計算ができる。
	除法，逆数
	○負の数をふくんだ式の除法を考えようとし，その計算法を理解しようとしている。
○乗法と除法の混じった式の計算法について考えようとしている。
	○乗法と除法の関係から，除法の計算法を考えることができる。
○乗法と除法の混じった式を，逆数を利用することで乗法のみの式として見ることができる。
	○負の数をふくんだ式の除法の計算ができる。
○除法の結果を分数で表すことができる。
○逆数を求めることができる。
○乗法と除法の混じった式の計算を，乗法の式に直して行うことができる。
	○正の数・負の数の除法の計算の意味とその計算方法を理解している。
○0で割ることは考えないことを知っている。
○逆数の意味を理解している。
○乗法と除法の混じった式は，乗法のみの式になおして計算すればよいことを理解している。
	3


④ いろいろな計算
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 四則
A(1)
	p.44
～47
	○四則の混じった式の計算順序を理解し，その計算ができる。
○分配法則を理解し，それを利用して計算ができる。
○数の集合と計算のひろがりについて理解している。
	四則，分配法則，集合
	○四則の混じった式に関心を持ち，計算方法について考えようとしている。
○分配法則を使って式を計算しようとしている。
○これまで学んだ数に関心を持ち，四則計算についてどのような性質があるのかを調べようとしている。
	○効率的な計算をするために，分配法則を役立てることができる。
○数の範囲をひろげることで，四則計算の可能性を考えることができる。

	○四則の混じった式の計算や分配法則を利用した計算ができる。
○これまで学んだ数の分類ができる。
	○四則の混じった式の計算順序を理解している。
○負の数をふくむ式の計算についても，分配法則が成り立つことを理解している。
○これまでに学んだ数の分類を理解している。
○数の集合を負の数にまで拡張したことで，四則計算の可能性がひろがったことを理解している。
	2

	２ 正の数，負の数の利用
A(1)
確かめよう
	p.48
～50
	○具体的な事象の問題を，正の数・負の数を使って考え，いろいろな計算をすることができる。
	
	○基準となる数を設定し，いろいろな数量を正の数・負の数を使って，効率的に考えようとしている。
	○正の数・負の数を使うことで，計算が楽になるなどの利点があることに気づくことができる。
	○正の数・負の数を使って効率的に表された値を読み取ることができる。
○仮平均の考えを使って，具体的な事象の問題を効率的に解決することができる。
	○基準となる数を決めて，正の数・負の数を使うことで，計算の手間を省くことができ，効率よく考えることができることを理解している。
	2


■ 素因数分解（2019年度移行措置対応部分）　使用教材「2019年度，2020年度用 移行用補助教材 中学校数学１，２」＝以下，「補助教材」という。
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	· 素因数分解
	補助
教材
p.4，5
	○自然数を素因数分解することができる。
	素数，素因数，素因数分解
	○素数や素因数について関心を持ち，自然数を素因数分解しようとしている。
	○自然数を素因数分解するとき，わっていく素数の順序が変化しても，素因数分解の結果は同じになるという性質に気がつくことができる。
	○自然数を素因数分解することができる。
	○素数，素因数，素因数分解の意味を理解している。
◎いろいろな素因数分解の方法を理解している。
	1


１年第２章「文字と式」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 文字と式
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 文字を使った式
A(2)
	p.56，
57
	○身近にある数量を文字で表すことで，文字式が数量を一般的に表す方法として適していることを理解し，種々の数量を文字式で表すことができる。
	
	○代金，個数，分量などの身近にある数量を，文字を使って表そうとしている。
○文字式で表すことが，どのような利点をもたらすかについて考えようとしている。
	○いろいろな数量を，文字を使って表すことができる。
○文字式で表すことのよさについて考えることができる。
	○シールの枚数，シールの代金，買い物をしたときのおつり，ひもを3等分するときの長さなどの数量を，文字式で表すことができる。
	○文字式で数量を表すことのよさについて理解している。
	1

	２ 文字式の表し方
A(2)
	p.58，
59
	○文字式の積，商の表し方にしたがって，文字式の積や商を表すことができる。
○文字式で表された積や商を，×や÷の記号を用いて表すことができる。
	
	○文字式の積，商の表し方に関心を持ち，いろいろな式を表そうとしている。
○文字式の表し方について，正しい表し方を理解しようとしている。
	○例えば「ab」という文字式は，計算の結果を表すとともに，「aとbの積」という計算の内容も表していると考えることができる。
	○文字式の積，商の表し方にしたがって，文字式の積や商を表すことができる。
	○文字式の積，商の表し方を理解している。
○積と商が混じった式の表し方について，許容されるものとそうでないものの区別がついている。
	1

	３ いろいろな数量と文字式
A(2)
	p.60
～62
	○積や商で考えられる数量を文字式で表すことができる。
○文字式で表された数量について，式の意味を読み取ることができる。
○規則的に変化する事象に対して，数量を文字式で表すことができる。
	
	○積や商で考えられる数量を，前の項目で学んだことを利用して文字式で表そうとしている。
○文字式がどのような数量を表しているかに関心を持ち，式から読み取ろうとしている。
○第1章で学んだ加法や乗法の計算法則を，文字式で表す方法を理解しようとしている。
○規則的に変化する事象について，文字式を用いて見通しよく考えようとしている。
	○文字式の積，商の表し方を学んだことで，より多様な数量を文字式で表すことができる。
○規則的に変化する事象を，文字式を使って一般的に表すことができる。
	○代金や速さや割合などに関することがらを，文字式で表すことができる。
○文字式がどのような数量を表しているか説明できる。
○規則的に変化する事象について，文字式で表すことができる。
	○事象を文字式で表すことは，目的となる数量そのものを示すだけでなく，目的となる数量の求め方も示していることを理解している。
	2

	４　式の値
A(2)
確かめよう
	p.63
～65
	○文字に数を代入することで，文字式が表す値を求めることができる。
	代入する，
式の値
	○文字式によって一般的に表されたことがらについて，式の値を求めることで特定の場合の数量を求めようとしている。
	○文字に数を代入することの意味を，具体的な事象を通して考えることができる。
	○第1章で学習した符号や累乗に関する注意を，文字式の値を求めるときに適用できる。
○1種類もしくは2種類の文字をふくむ式の値を計算することができる。
	○文字式に数を代入することの意味を理解している。
	2


② 文字式の計算
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 1次式の加法，
減法
A(2)
	p.66
～69
	○1次式の加法と減法の計算方法を理解し，その計算をすることができる。
	項，係数，1次の項，1次式
	○第1章で学んだ数の加法と減法の計算をもとに，1次式の加法と減法の計算に取り組もうとしている。
	○1次式の加法と減法を，「2つの長方形の面積の和と差」に対応させて考えることができる。
	○1次式の加法と減法の計算ができる。
	○項，係数，1次式の意味を理解している。
○1次式の加法と減法の計算の手順を理解している。
	3

	２ 1次式と数の
乗法，除法
A(2)
	p.70
～73
	○1次式と数の乗法と除法の計算方法を理解し，その計算をすることができる。
	
	○第1章で学んだ数の乗法と除法の計算をもとに，1次式と数の乗法と除法の計算に取り組もうとしている。
	○1次式と数の乗法と除法を，分配法則や約分と関連させて考えることができる。
	○1次式と数の乗法と除法の計算ができる。
○かっこをはずしたり，分数がふくまれた式の計算をしたりすることができる。
	○1次式と数の乗法と除法の計算の手順を理解している。
	3

	３ 関係を表す式
A(2)
確かめよう
	p.74
～79
	○文字を使った公式，数量が等しいことを表す等式，数量の大小関係を表す不等式の意味をそれぞれ理解し，表すことができる。
	π，等式，左辺，右辺，両辺，不等式，（不等式の）左辺，右辺，両辺，≧，≦
	○図形の面積や周の長さなどについて，文字を使った公式をつくろうとしている。
○数量が等しいという関係に関心を持ち，等式で表そうとしている。
○数量の大小関係に関心を持ち，不等式で表そうとしている。
	○具体的な数量の関係を，等式または不等式で表すことを考えることができ，また，表された等式，不等式の意味を読み取ることができる。
	○図形の面積や周の長さなどを求める公式を，文字を使って表すことができる。
○数量の関係を，大小や単位などに注意しながら等式や不等式を使って表すことができる。
	○等式，左辺，右辺，両辺，不等式の意味を理解している。
○数量が等しいことを等式で表す場合，いくつかの表し方があることを理解している。
	4


１年第３章「1次方程式」












＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 1次方程式
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 方程式とその解
A(3)
	p.86，
87
	○等式の特別な場合が方程式であることを知り，方程式の解や方程式を解くことの意味を理解できる。
	方程式，解，
解く
	○角砂糖とおもりをのせた天びんの例に関心を持ち，方程式の必要性とその解の意味を考えようとしている。
○方程式にいろいろな値を代入することで解を求めようとしている。
	○具体的な事象の等しい関係について，方程式として考えられるものがあることに気づく。
○方程式を成り立たせる文字の値の求め方を考えることができる。
	○2つの等しい数量関係について，方程式をつくることができる。
○方程式の文字に値を代入して，その値が解であるかどうかを確かめることができる。
	○方程式とその解の関係を理解している。
○方程式，方程式の解，方程式を解くことの意味を理解している。
	1

	２ 等式の性質
A(3)
	p.88
～90
	○等式の性質を理解し，それを利用することによって簡単な方程式を解くことができる。
	
	○天びんモデルを利用することで等式の性質を考え，その意味を理解しようとしている。
○等式の性質を利用して方程式の解き方を考え，解こうとしている。
	○等式の性質を考えることができる。
○等式の性質をもとにして，方程式の解き方について考えることができる。
	○等式の性質を利用して，簡単な方程式を解くことができる。
	○等式の性質を理解している。
○等式の性質を利用した方程式の解き方を理解している。
	2

	３ 1次方程式の
解き方
A(3)
	p.91
～95
	○移項の意味や手法を理解し，移項を利用して方程式を解くことができる。
○かっこや小数，分数をふくんだ方程式を解くことができる。
	移項，1次方程式，分母をはらう
	○方程式の解き方に関心を持ち，移項や式の整理，両辺を同じ数で割ることなどを使って効率的に方程式を解こうとしている。
○かっこや小数，分数をふくんだ方程式の効率的な解き方を考え，解こうとしている。
	○移項の意味を，等式の性質をもとにして考えることができる。
○移項を利用した方程式の解き方について考えることができる。
○これまでの経験から，1次方程式を解く手順を考えることができる。
	○移項の考えを利用して，方程式を解くことができる。
○かっこや小数，分数をふくんだ複雑な方程式を解くことができる。
	○等式の性質にもとづいた移項の意味を理解している。
○1次方程式の意味を理解している。
○1次方程式を解く手順を理解している。
	4

	４ 比例式
A(3)
確かめよう
	p.96
～98
	○比の値や比例式の意味とその性質を理解し，比例式を解くことができる。
	比の値，比例式
	○比の関係に関心を持ち，比の値を利用して比例式を解こうとしている。
○比例式の性質を利用して比例式を解こうとしている。
	○比の値が等しいときの関係から，数の値の求め方を考えることができ，その方法に触れる中で，比例式の性質を理解することができる。
○比例式の解き方を，比例式の性質を利用して考えることができる。
	○比の値を求めることができる。
○簡単な比例式を解くことができる。
	○比の値，比例式の意味を理解している。
○比例式の性質を理解し，それを利用して比例式を解く手順を知っている。
	2


② 1次方程式の利用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 1次方程式の
利用
A(3)
確かめよう
	p.99
～104
	○具体的な事象の問題解決に際して，方程式を利用して手順にしたがって解くことができる。
	
	○方程式を利用することに関心を持ち，具体的な事象の問題解決に生かそうとしている。
	○具体的な事象の問題を解く手順を考えることができる。
○具体的な事象の中の数量の関係をとらえ，方程式をつくることができる。
○求めた解が適切であるかどうかを吟味することができる。
	○問題の中の数量やその関係を，文字を用いた式で表し，それをもとにしてつくった方程式を解くことができる。
○具体的な事象についてつくった方程式の解が，実際の問題にふさわしい答えであるのかを判別することができる。
	○方程式を利用して，具体的な事象の問題を解決する手順を理解している。
	5


１年第４章「比例と反比例」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 比例
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数


	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 関数
C(1)
	p.112,
113
	○具体的な事象の中からともなって変わる2つの数量を見つけ出し，表を用いて調べることなどを通して関数の定義を明確にし，その理解を深める。
	yはxの関数，
変数，変域
	○具体的な事象の2つの数量の関係に関心を持ち，観察や実験，調査などを通して関数の関係を見つけ出そうとしている。
○関数の関係を表で表すことで変化や対応のようすをとらえようとしている。
	○具体的な事象の2つの数量の関係を，変化や対応のようすに着目して調べ，考えることができる。
○文字を変数として考え，扱うことができる。
	○2つの数量の関係が関数関係であるかどうかを判断することができる。
○不等式を用いて変域を表すことができる。
	○関数の意味を理解している。
○変数，変域の意味を理解している。
	1

	２ 比例
C(1)
	p.114
～117
	○比例の意味を理解し，比例の関係を式で表すことができる。
○比例の変化や対応のようすを，式や表を用いて調べることができる。
○与えられた条件から比例の式を求めることができる。
	比例する，
定数，比例定数
	○比例の関係に関心を持ち，それらを式で表したり変域を考えたりしようとしている。
○比例の関係について式や表を用いて考察を行い，その変化や対応のようすを調べようとしている。
○与えられた条件から比例の式を求める方法を考えようとしている。
	○具体的な事象の2つの数量の関係を，変化や対応のようすに着目して調べ，比例について考えることができる。
○式や表を用いて比例の関係を考えることができる。
○与えられた条件から比例の式を見いだすことができる。
	○比例のようすを表に表したり，比例の関係を式に表現したりすることができる。
○関数の変域を求め，不等式で表すことができる。
○与えられた条件から比例の式を求めることができる。
	○比例の関係の特徴を理解している。
○定数，比例，比例定数の意味を理解している。
	3

	３ 座標
C(1)
	p.118,
119
	○負の数まで拡張された座標平面上において，点の座標を読み取ったり，点を平面上に表したりすることができる。
	x軸，横軸，
y軸，縦軸，
座標軸，原点，x座標，y座標，座標，座標平面
	○平面上の点の位置を視覚的に表すことに関心を持ち，点の座標を読み取ったり，点を平面上に表したりしようとしている。
	○座標の意味を理解し，平面上の点の位置の表し方を考えることができる。
	○平面上に表された点の座標を読み取ったり，与えられた点を平面上に表したりすることができる。
	○x軸，y軸，座標軸，原点，x座標，y座標，座標，座標平面など，座標に関する用語の意味を理解している。
	1

	４ 比例のグラフ
C(1)
確かめよう
	p.120
～124
	○比例の関係のグラフの形とその特徴を理解し，比例の式からそのグラフをかいたり，グラフから比例の式を求めたりすることができる。
	比例のグラフ
	○比例の関係をグラフに表すことに関心を持ち，グラフのかき方について考えようとしている。
○比例のグラフの特徴を調べようとしている。
	○式とグラフの関係を考察し，それらから値の変化のようすや比例のグラフの特徴を見いだすことができる。
	○比例のグラフをかくことができる。
○グラフから比例の式を求めることができる。
	○比例のグラフのかき方を理解している。
○比例のグラフが原点を通る直線になるなど，比例のグラフの特徴を理解している。
	3


② 反比例
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 反比例
C(1)

	p.125
～128
	○反比例の意味を理解し，反比例の関係を式で表すことができる。
○反比例の変化や対応のようすを，式や表を用いて調べることができる。
○与えられた条件から反比例の式を求めることができる。
	反比例する，
比例定数
	○反比例の関係に関心を持ち，それらを式で表そうとしている。
○反比例の関係について式や表を用いて考察を行い，その変化や対応のようすを調べようとしている。
○与えられた条件から反比例の式を求める方法を考えようとしている。
	○具体的な事象の2つの数量の関係を，変化や対応のようすに着目して調べ，反比例について考えることができる。
○式や表を用いて反比例の関係を考えることができる。
○与えられた条件から反比例の式を見いだすことができる。
	○反比例のようすを表に表したり，反比例の関係を式に表現したりすることができる。
○与えられた条件から反比例の式を求めることができる。
	○反比例の関係の特徴を理解している。
○反比例，比例定数の意味を理解している。
	2

	２ 反比例のグラフ
C(1)
確かめよう
	p.129
～132
	○反比例の関係のグラフの形とその特徴を理解し，反比例の式からそのグラフをかくことができる。
	反比例のグラフ，双曲線
	○反比例の関係をグラフに表すことに関心を持ち，グラフのかき方について考えようとしている。
○反比例のグラフの特徴を調べようとしている。
	○式とグラフの関係を考察し，それらから値の変化のようすや反比例のグラフの特徴を見いだすことができる。
	○反比例のグラフをかくことができる。
	○反比例のグラフのかき方を理解している。
○反比例のグラフが双曲線になり軸と交わらないなど，反比例のグラフの特徴を理解している。
	2


③ 比例と反比例の利用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 比例と反比例の利用
C(1)
	p.133
～135
	○これまでに学習した比例・反比例に関する知識や技能を活用して具体的な問題の解決に当たり，それらの考察を通して比例・反比例に関して一層の理解を深める。
	
	○2つの数量の変化や対応を調べることを通して，比例・反比例の関係を見つけ出し，数学的な考え方を意欲的に問題解決に利用しようとしている。
○グラフを利用して具体的な事象の問題を解決することに関心を持ち，グラフの見方や考え方を活用しようとしている。
	○具体的な事象を，比例や反比例の考え方を生かして考察することができる。
○問題解決に当たってグラフを活用し，グラフの有用性を理解することができる。
	○2つの数量の変化を，比例や反比例の関係としてとらえ，文字などを用いて表現したり，数学的に処理したりすることができる。
○グラフから必要な情報を読み取り，それを活用・処理することができる。
	○比例や反比例の考え方が，具体的にどのような場面や事象の中で用いられているかを理解している。
○グラフから必要な情報を読み取り，それを活用することで問題が解決できることがあることを理解している。
	2


１年第５章「平面図形」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 平面図形
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 直線と角
B(1)
	p.142
～144
	○直線や角に関する用語を理解し，それらを正しく使うことができる。
	直線，線分，
半直線，距離，⊥，垂線，交点，// ，∠，△
	○小学校で学んだ直線や角について関心を持ち，それらの意味を正しく理解してこれからの平面図形の考察に活用しようとしている。
	○直線と線分との違い，距離や角の定義など，小学校で学んだ知識をもとにしながら，平面図形を厳密な定義を使って考えることができる。
	○点と直線の距離を求めたり，ある直線に平行な直線をひくことを考えたりするなど，平面図形に関する簡単な問題を解くことができる。
○平面図形に関する位置関係などを適切な記号を使って表すことができる。
	○直線，線分，半直線，距離，垂線，交点，⊥，// ，∠，△ など，平面図形に関する用語や記号の意味を理解している。
	2

	２ 図形の移動
B(1)
確かめよう
	p.145
～149
	○図形の移動の意味について理解し，平行移動，回転移動，対称移動を使って図形を移動したり，移動前と移動後の図形の関係について調べたりすることができる。
	移動，平行移動，回転移動，回転の中心，点対称移動，対称移動，対称の軸
	○図形の移動に関心を持ち，平行移動，回転移動，対称移動を使って図形を移動したり，移動の性質を見つけ出したりしようとしている。
	○平行移動，回転移動，対称移動について，実際に図形を移動させて観察することでそれぞれの移動の性質を考えることができる。
○3つの移動の組み合わせによって，図形をいろいろな位置に移動できることを理解することができる。
	○平行移動，回転移動，対称移動のそれぞれを使って移動させた図をかくことができる。
○3つの移動の組み合わせによって移動させた図をかくことができる。
	○平行移動，回転移動，対称移動の意味とその性質を理解している。
	3


② 作図
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 基本の作図
B(1)
	p.150
～156
	○定規とコンパスだけを使ってかく作図の意味を理解している。
○垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図法とその意味を理解し，それらを使って作図をすることができる。
	中点，垂直二等分線，二等分線
	○宝の位置を求める作業において，図をかくことによってその位置が求められることに気づき，位置を求めようとしている。
○作図に関心を持ち，垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図法を考えたり，それらを使って作図をしたりしようとしている。
	○宝の位置は，定規で長さを測ったり分度器で角度を測ったりすることで求めることができたが，このような図のかき方と，定規とコンパスだけを使ってかく作図との明確な違いについて考えることができる。
○作図の根拠として，交わる2つの円やひし形，たこ形の対称性を使って考えることができる。
	○与えられた条件を使って，宝の位置を求めることができる。（この段階では「作図」ではない）
○垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図をすることができる。
	○作図の意味を理解している。
○定規とコンパスの使い方と役割を理解している。
○垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図法とその意味を理解している。
○垂直二等分線や角の二等分線の性質を理解している。
	3

	２ いろいろな作図
B(1)
確かめよう
	p.157,
158
	○前項で学んだ作図法を組み合わせることで，より複雑な作図をすることができる。
	
	○複数の作図法を使って，課題に与えられた図を作図しようとしている。
	○複雑な図でも，各要素を分解して考え，作図法をいくつか組み合わせることによって作図できることを見いだすことができる。
	○複数の作図法を使って，課題に与えられた図を作図することができる。
	○前項で学んだ作図法をもとに，それらを組み合わせることで，より複雑な作図ができることを理解している。
	2


③ 円とおうぎ形
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 円
B(1)
	p.159
～161
	○円に関する用語を理解する。
○円の弦の性質，円の接線の性質を理解し，それらを使って円に関する問題を解くことができる。
	弧，⌒，弦，
接する，接線，
接点
	○円に関する性質に関心を持ち，円の弦や接線に関する性質を考えたり，それらを使って作図したりしようとしている。
	○円の対称性をもとに，円の弦の性質を考えることができる。
○円の接線の性質をもとに，円の接線の作図法を考えることができる。
	○円の中心の作図をすることができる。
○円の接線の作図をすることができる。
	○弧，弦，円の接線，接点，⌒ など，円に関する用語や記号の意味を理解している。
○円の弦の性質，円の接線の性質を理解している。
	2

	２ おうぎ形
B(2)
確かめよう
	p.162
～166
	○おうぎ形に関するいろいろな計量(弧の長さ，面積，中心角など)を求めることができる。
	おうぎ形，
中心角
	○おうぎ形について，弧の長さと面積の求め方を考えたり，その求め方を使って弧の長さや面積を求めたりしようとしている。
	○おうぎ形の弧の長さと面積が中心角の大きさに比例していることを使って，弧の長さと面積の求め方を考えることができる。
○おうぎ形を分割して並べ，長方形と見なすことで，その面積の求め方を考えることができる。
	○おうぎ形の弧の長さと面積を求めることができる。
○半径と弧の長さが与えられたおうぎ形の中心角の大きさを求めることができる。
	○おうぎ形の弧の長さと面積は，中心角の大きさに比例していることを理解している。
○おうぎ形の弧の長さと面積の求め方を理解している。
	3


１年第６章「空間図形」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 空間図形
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ いろいろな立体
B(2)
	p.174
～176
	○基本的な立体の成り立ちや用語について理解し，それらの違いを説明することができる。
	多面体，角錐，底面，側面，
円錐，正多面体
	○いろいろな立体を観察することによって，立体をさまざまな視点から分類・整理し，それらの成り立ちを理解しようとしている。
	○いろいろな立体について，面の形や数などに着目してその成り立ちや特徴を考えることができる。
	○柱体と錐体の違いを説明することができる。
○正多面体のそれぞれの違いを説明することができる。
	○多面体，角錐，円錐，底面，側面，正多面体など，立体についての用語を理解している。
○柱体，錐体，正多面体の特徴を理解している。
	2

	２ 空間における
平面と直線
B(2)
	p.177
～182
	○空間における平面や直線の位置関係について理解し，それらの位置関係を説明することができる。
	ねじれの位置，
平行，// ，垂直，⊥，距離
	○空間における平面や直線に関心を持ち，それらのいろいろな位置関係を調べたり，記号を使って表したりしようとしている。
	○空間における平面や直線のいろいろな位置関係を，図や具体的事象を観察することによって見つけ出すことができる。
	○平面が決定する条件を説明することができる。
○具体的な立体において，2直線の位置関係，直線と平面の位置関係，2平面の位置関係を読み取ったり，説明したりすることができる。
○点と平面の距離を求めることができる。
	○平面の決定について理解している。
○空間における2直線の位置関係，直線と平面の位置関係，2平面の位置関係，点と平面の距離について理解している。
	3

	３ 立体のいろいろな見方
B(2)
確かめよう
	p.183
～188
	○立体を面や線が動いてできる図形としてとらえたり，投影図をかいたり読み取ったりすることを通して，立体についてのいろいろな見方ができる。
	回転体，回転の軸，母線，立面図，平面図，投影図
	○立体を面や線が動いてできる図形として見ることができないかと考え，積み重ねたり回転させたりするなど，いろいろな視点から調べようとしている。
○投影図に関心を持ち，立体を投影図に表したり，投影図を使って立体を読み取ったりしようとしている。
	○立体を面や線が動いて成り立っているという視点から見ることができる。
○立体を平面上に表すことができないかという視点から投影図を考えることができる。
	○立体を面や線が動いてできた図形として説明したり，見取図に表したりすることができる。
○立体の投影図をかいたり，投影図からもとの立体の見取図をかいたりすることができる。
	○立体を面や線が動いてできる図形としてとらえることができることを理解している。
○回転体，回転の軸，母線の意味を理解している。
○投影図の意味や投影図のかき方を理解している。
○立面図，平面図の意味を理解している。
	3


② 立体の表面積と体積
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 立体の表面積
B(2)
	p.190
～193
	○柱体や錐体の展開図を理解し，それらの展開図をその長さもふくめてかくことができる。
○柱体や錐体の展開図をもとにして，それらの表面積を求めることができる。
	表面積，側面積，底面積
	○立体を展開図に表そうとしたり，展開図における長さを求めようとしたりしている。
○立体の表面積の求め方に関心を持ち，その表面積を求めようとしている。
	○立体を展開図に表すことによって，広げたときの形を考えたり同じ長さの線分を見つけたりするなど，立体の性質を考察することができる。
○立体の展開図をもとにして，線分などの長さを求めたり，表面積の求め方を考えたりすることができる。
	○角柱，円柱，角錐，円錐の展開図をかき，それらの表面積を求めることができる。
○展開図における線分の長さ，特に，円柱の側面の長方形の横の長さや円錐の側面のおうぎ形の弧の長さなどを求めることができる。
○円錐の側面を展開したおうぎ形における中心角の大きさを求めることができる。
	○展開図の意味とそのかき方や長さの求め方を理解している。
○表面積，側面積，底面積の意味を理解している。
○円錐の側面の展開図はおうぎ形になることを理解している。
○柱体，錐体の表面積の求め方を理解している。
	3

	２ 立体の体積
B(2)
	p.194,
195
	○柱体の体積を求めることができる。
○実験や操作を通して錐体の体積の求め方を理解し，錐体の体積を求めることができる。
	
	○小学校で学んだ柱体の体積の求め方と比べながら，錐体の体積の求め方を実験や操作を通して調べようとしている。
	○立方体を3等分した模型を通して，錐体の体積の求め方を考えることができる。
	○角柱，円柱，角錐，円錐の体積を求めることができる。
	○柱体，錐体の体積の求め方を理解している。
○錐体の体積が，底面積と高さが同じ柱体の体積の3分の1であることを理解している。
	2

	３ 球の表面積と
体積
B(2)
確かめよう
	p.196
～198
	○実験や操作を通して導かれる球の表面積と体積の求め方を理解し，それらを求めることができる。
	
	○球の表面積と体積の求め方に関心を持ち，実験や操作を通してその求め方を調べようとしている。
	○球の表面積と体積の求め方を，実験結果をもとにして文字式を計算することで考えることができる。
	○球の表面積と体積を求めることができる。
	○球の表面積と体積の求め方を理解している。
	3


１年第７章「資料の整理とその活用」
＊ほかに，章末(章の問題A)で１時間を計上しています。
① 資料の整理とその活用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 度数の分布
D(1)
	p.204
～207
	○いくつかの値が集まった資料では，散らばりの程度を数値化することや，度数分布表やヒストグラム，度数折れ線によって傾向を把握することが重要であることが理解できる。
	範囲，階級，階級の幅，度数，分布，度数分布表，ヒストグラム，度数折れ線
	○値を列挙しただけの資料では散らばりの程度や傾向の把握は困難であることに気づき，資料を整理して考えようとしている。
	○度数分布表やヒストグラム，度数折れ線から，資料の傾向を読み取って説明することができる。
	○値を列挙した資料から適切な方法で度数分布表をつくることができる。
○度数分布表からヒストグラム，度数折れ線をつくることができる。
	○範囲，階級，階級の幅，度数，分布，度数分布表，ヒストグラム，度数折れ線などの用語の意味を理解している。
	3

	２ 資料の比較
D(1)
	p.208,
209
	○度数の合計が異なる複数の資料を比較するために，相対度数の利用が有効であることを理解し，説明することができる。
	相対度数
	○相対度数の必要性に関心を持ち，度数の合計が異なる複数の資料を相対度数によって比較しようとしている。
	○度数の合計が異なる複数の資料を比較する際には，度数を直接比較するのは不都合であることに気づくことができる。
○相対度数によって，複数の資料の傾向の違いを説明することができる。
	○相対度数を求めることができ，それらを比べることができる。
	○相対度数の必然性と意味を理解している。
	1

	· 累積度数
（2019年度移行措置対応部分）
	補助
教材
p.6，7
	○累積度数の意味と有効性を理解し，利用することができる。
	累積度数，累積度数分布表，
累積相対度数
	◎累積度数の必要性に関心を持ち，度数分布表に表された資料を累積度数の考えで見直そうとしている。
	○累積度数についても，相対度数の考えで資料を比較したり見直したりすることができる。
	○度数分布表から，累積度数を求め，累積度数分布表をつくったり，累積相対度数を求めたりすることができる。
	○累積度数，累積度数分布表，累積相対度数などの用語の意味と必然性を理解している。
	1

	３ 資料の代表値
D(1)
	p.210
～214
	○資料の代表値の必要性を理解し，資料の特性によってどの代表値を利用するのが適切であるかを説明することができる。
	代表値，平均値，階級値，中央値，メジアン，最頻値，モード
	○資料の特徴を代表値によって表すことに関心を持ち，代表値を適切に使い分けることに取り組もうとしている。
	○資料の特性によってどのような代表値を利用すればよいかを判断できる。
	○度数分布表から階級値を利用して平均値を求めることができる。
○与えられた資料から，中央値や最頻値を求めることができる。
	○代表値，平均値，階級値，中央値(メジアン)，最頻値(モード) などの意味を理解している。
	3

	４ 近似値と有効
数字（削除）
	p.215,
216
	「近似値と有効数字」は，2019年度移行措置により中学1年生では削除。新課程の中学3年生(2021年度)で学ぶ。
	0

	５ 資料の活用
D(1)
確かめよう
	p.217
～221
	○身のまわりにあるさまざまな資料について，それらを活用するための方法を考え，資料の傾向について説明することができる。
	
	○身のまわりにある資料を集めて，その資料の傾向について説明しようとしている。
	○目的に応じて資料を整理して，その傾向について説明することができる。
	○資料の傾向を説明するために，これまでに学んだ種々の方法を活用することができる。
	○資料を活用するためには，度数分布表やヒストグラム，相対度数や代表値をどのように利用すればよいか理解している。
	2


1

